
  

富山新港火力発電所ＬＮＧ１号機 開発計画の概要について

                                                                            平成23年7月27日
                                                                            北陸電力株式会社

　富山新港火力発電所石炭１号機(２５万ｋＷ)のリプレースに伴い、検討してきた同火

力発電所ＬＮＧ１号機の開発計画の概要がまとまりましたので、お知らせいたします。

　当社は、富山新港火力発電所石炭１号機をリプレースしてＬＮＧ（液化天然ガス）を

燃料とするコンバインドサイクル発電を導入することにより、一層の電源多様化を図る

とともに更なるＣＯ２排出量削減により低炭素社会の実現に貢献できるものと考えてお

ります。（平成22年10月29日お知らせ済）

　今後とも、地元の皆さま及び関係各所のご理解・ご協力をいただきながら計画を進め

てまいります。

【開発計画の概要】（下線部は今回新たにまとまった事項）

所在地 富山新港火力発電所（富山県射水市堀江千石）

ＬＮＧ１号機 発電規模　　　４０万ｋＷ級

発電方式　　　コンバインドサイクル発電

ＬＮＧ燃料設備 タンク規模　　１８万kℓ級×１基

タンク型式　　プレストレストコンクリート地上式

設
備
概
要

　　

ＬＮＧバース 受入船クラス　１５万㎥級

環境影響評価開始 平成２３年７月２８日（方法書届出予定
※
）

着工時期 平成２７年度（予定）

 ＬＮＧ
 １号機

運転開始時期 平成３０年度（予定）

主
要
工
程

石炭
１号機 廃止時期 平成２９年度（予定）

　※環境影響評価法及び電気事業法に基づき、「富山新港火力発電所石炭１号機リプレース計画　
　　環境影響評価方法書」を経済産業大臣に届け出るとともに、富山県知事、射水市長、富山市長、
　　高岡市長に送付する予定です。



【今後のスケジュール】
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着工
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▼

　※今回のリプレースにあわせて、同火力発電所２号機（石油:５０万ｋＷ）についても、ＬＮＧに　
　　対応できるよう燃焼装置を改造する予定です。
　　　

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

添付資料　：　富山新港火力発電所ＬＮＧ１号機の設備配置の概要

 



 

富山新港火力発電所ＬＮＧ１号機の設備配置の概要 
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※配置計画は、今後の検討により詳細を決定します。 

 

２．設備配置計画図 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※配置計画は、今後の検討により詳細を決定します。 

主変圧器

タービン建屋

ＬＮＧバース

取水口

発電設備　
設置エリア

煙突

石油タンク

煙突

開閉所

貯炭場

排水処理
装置

取水路

放水口

取水口

ＬＮＧ燃料設備　
設置エリア

ＬＮＧタンク

ＬＮＧ１号機

排熱回収ボイラー

石川県 

富山県 
長野県 

新潟県 

岐阜県 

射水市 

添付資料 

〔凡例〕

新設設備

既設利用設備

廃止設備



 

（参考）ＬＮＧコンバインドサイクル発電の概念図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ＬＮＧコンバインドサイクル発電】 
（１）仕組み 

ガスタービンと蒸気タービンを組み合わせた（コンバインド）発電設備で、ＬＮＧ（液

化天然ガス※）を燃焼させたガスでガスタービンを回して発電し、さらにガスタービンか

ら排気された高温ガスの排熱を回収し発生させた蒸気で蒸気タービンを回して発電する。

これにより、従来の蒸気タービンでの発電と比較して熱効率が高く、エネルギーの有効活

用が図れる。 
 
（２）特徴 

ＬＮＧを燃料として使用するため、硫黄酸化物(ＳＯｘ)・ばいじんが発生せず、窒素酸化

物(ＮＯｘ)の排出量も減少する。さらに、ＣＯ２排出量低減を図ることができ、環境にやさ

しい特徴がある。 
 

※ＬＮＧ 

液化天然ガス（Liquefied Natural Gas；ＬＮＧ）とは、メタンを主成分とする天然ガ

スを精製し、マイナス 162℃に冷却して液体にしたもの。液化の過程で、ガス中に含まれ

る硫黄分や「ちり」などの不純物は除去するため、硫黄酸化物(ＳＯｘ)・ばいじんが発生

せず、窒素酸化物(ＮＯｘ)の排出量も減少する。また石油・石炭に比べてＣＯ２の発生量

も少ない。液化後の体積は気体の 1/600 程度となる。 

ＬＮＧ
気化器

ＬＮＧ
タンク

海

バース

ＬＮＧ船

冷却水(海水)取水路

放水路

ポンプ

取水路または
放水路へ放水

送電線へ

変圧器
開閉所

蒸気タービン

復水器

蒸気

ガスタービン

空気

給水ポンプ

排ガス

天然ガス

排熱回収ボイラー

排煙脱硝装置

ポンプ

空気圧縮機

発電機


